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 今年創建千年を迎える芝大神宮。今月の港区探訪では、その芝大神宮の例祭にスポットをあててご紹介します。今年の例
祭では38年ぶりの御神幸行列もおこなわれ、お神輿も例年以上の数になるとのこと。千年を記念するにふさわしいお祭りに
なりそうです。

 

千年千年千年千年のののの歴歴歴歴史史史史

 芝大神宮は都内に現存する最も古い神社の一つで、創建は西暦１００５年にさか

のぼります。 

 時は平安時代。藤原道長が権力を掌握しはじめた頃にあたり、また源氏物語など

の女流文学が花開いた時代でもありました。それから現代までの長い期間、多くの

歴史上の人物や市井の人々に愛されてきた芝大神宮。都心に位置する神社として、

周りをとりまく環境の変化に柔軟に対応しつつも、日本古来の良き伝統の保持に努

めている点が、今もなお地域に根ざし愛されている由縁ではないでしょうか。

 

 
▲芝神明祭礼図 豊春画

通通通通称称称称「「「「だらだらだらだらだらだらだらだら祭祭祭祭りりりり」」」」

 芝大神宮の例祭は、毎年9月16日の前後10日間にわたっておこなわれています。 

 その長さゆえ、江戸っ子たちからは「だらだら祭り」というあだ名で呼び慕しまれてきました。なぜそんなに長い期間、開

催するようになったかというと、芝大神宮は東京十社の一つに数えられる名社であり、全国から参詣者が集まったためだ

と言われています。10日間という長い期間でも、祭りの中心となるのは例年16～19日。その中でも特に土、日にあたる日

（今年は17日・18日）は、一番の人出となります。お祭りの賑わいを楽しみたい方は、この二日間に行かれるのがオススメ

です。

祭祭祭祭りのりのりのりの名物名物名物名物～～～～生姜生姜生姜生姜とととと千木筥千木筥千木筥千木筥～～～～

 江戸時代の頃からこのお祭りの名物とされている二つのものをご存知でしょうか？ 

 一つは生姜。昔は付近一帯が生姜畑で、近隣の農家が境内や参道に市を立て、

盛んに販売していたそうです。今では昔のように市が立つということはありません

が、お祭りの期間中、神社の境内に生姜小屋が設けられ、「御前生姜」と呼ばれる

葉先に細工をほどこした葉生姜が来訪者に用意されています。 

 もう一つは千木筥。ヒノキの割籠（※）を三段重ねにした中に、飴や豆などを入れて

販売したものです。筥にはこの辺りに領地があった旗本・大久保家の家紋である藤

 

 



の花の模様が描かれています。「千木筥」という名前は、社殿の「千木（※）」を作る際

に残った木材を利用したことから来ていると言われています。また、「千着」とかけ、

女性がタンスの中に納め、「洋服が千枚（たくさん）増えますように」と良縁に繋がる

お祈りに用いることもあったようです。お祭り期間中には、この千木筥の実演販売も

おこなわれるということですので、この機会に手に入れてみてはいかがでしょう。

※割籠…深いかぶせ蓋付の、薄板で作った容器。弁当箱などに利用されていました。 

※千木…社殿の屋根の両側に交差して突き出している長い木材。

▲生姜と千木筥

今年今年今年今年のおのおのおのお祭祭祭祭りのりのりのりの見所見所見所見所

 今年のお祭りの目玉となるのは17日の御神幸行列。芝大神宮のご祭神である二

神（天照大御神・豊受大神）の分霊を御羽車にそれぞれお遷しし、この二神に町内

の様子をご覧になっていただいて更なるご加護を祈念するという趣旨でおこなわれ

ます。約３００人が神事にまつわる装束等を身にまとい、町内を練り歩きます。神社

の方からは「前回（38年前）の行列の様子を記憶している人や記録が少なく、ほとん

どノウハウがないこともあって準備が大変です」というお話を伺いました。この行列に

は、芝大神宮と縁の深い日光から来る神馬も加わるそうです。 

 また、16時頃に到達する芝大門通りから終着地点である芝大神宮前までは、総勢

２００名ほどの女性が加わり、奉納の踊りである伊勢音頭・新芝音頭を披露してくれ

ます。 

 毎年参加している方はもちろん、今まで一度も行ったことがないという方も、この機

会に芝大神宮までぜひ足を伸ばしてみてください。

（絵・写真：芝大神宮提供）

 

▲前回のお祭りの様子

▲氏子各町順路図 (PDF)
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で、こちらからインストーラをダウンロードしてください。
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